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77社、130名超の学生が参加ました。

田中局長から「認定は労働安全衛

生水準の向上に積極的に取り組んで

きた結果であり、引き続き働きやす

い職場づくりの推進をお願いしたい」

との言葉を贈りました。

井手社長は「社員と家族の心身の

健康は経営の根幹

となる。今後もこ

の取り組みを継続

していきたい」と

述べました。
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宮崎労働局は３月17日に安全衛生

優良企業公表制度に基づく「安全衛

生優良企業」に県内で初めての認定

となる株式会社システム開発（宮崎

市）に対する認定書交付式を執り行

いました。

安全衛生優良企業認定は、過去３

年間に労働安全衛生関連の重大な法

違反が無いなどに加え、安全・健康

で働きやすい職場づくりに取り組ん

だ企業が対象で、認定企業は求職者

などへのアピールに活用できます。

今回はノー残業デーやメンタルヘル

ス研修の導入などの取組が評価され

宮崎県内で初の認定

３月17日に来春以降卒業予定の大

学生等を対象とした企業説明会「み

やざき春のオンライン就職応援フェ

ア」を開催しました。初のオンライ

ンでの開催となり、県内に就業場所

がある企業77社と県外を含む130名

超の学生等が参加しました。

企業の担当者は良い人材の確保の

ため、業務内容などについて熱心に

説明し、自社のPRを行っていまし

た。

３月17日、宮崎労働局は障害者

雇用に関する優良な中小事業主に対

する認定制度「もにす」の認定通知

書交付式を行いました。

「もにす認定」とは、障害者雇用

の促進と雇用の安定に関する取り組

みの実施状況等が優良な中小事業主

を認定する制度です。「もにす」は

「共に進む（ともにすす

む）」の略称で、企業と

障害者が共に明るい未来

や社会に進んでいくこと

を期待して名付けられま

した。

今回、県内初の認定事

業所となったWASHハウ

ス株式会社（宮崎市）は、

障害者を4名雇用し直近3

年以内に入社した定着率

が100％という実績があり、田中局

長からは「障害者雇用の優良な中小

事業主がさらに増えていくよう、障

害者雇用の促進に

引き続き取り組ん

でいただきたい」

との言葉を贈りま

した。

～安全衛生優良企業認定交付式を開催～

新しい働き方・休み方を実
践するために、年次有給休
暇を上手に活用しましょう

ＷＡＳＨハウス株式会社が「もにす認定」を取得

オンライン上の各企業ブースで担当者と面談
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医療勤務環境改善支援
センター運営協議会

宮崎労働局は３月14日、第２回

地方労働審議会を開催し、令和４年

度宮崎労働局運営方針について審議

しました。

宮崎労働局から、雇用維持や男女

ともに仕事と育児の両立のための様々

な支援策、誰もが働きやすい職場づ

くりのための長時間労働の是正や労

働災害防止対策など、宮崎労働局が

令和4年度に推進する方針案につい

て説明しました。

委員からは「林業の労働災害防止

に向けてどのような取組をするのか」

「子育て中の女性に対する就職支援

の実例は」「男性の育児休業の取得

率だけでなく、取得期間の向上も必

要では」など多くの意

見がありました。

これらの意見に対し

て労働局は「11月の林

業労働災害防止強調月

間における安全パトロー

ルを実施する他、関係

機関と労働災害防止の

取組について協議する」

「マザーズコーナー資

料者を対象としたセミ

ナーやSNSの活用などにより来所

しなくても有益な情報を対象求職者

に届けていく」「男性の育児休業取

得者の多くが取得期間１か月未満で

あり、男女差の解消に向けて引き続

き法の周知徹底に取り組む」などと

説明しました。

回答などを取りまと

めた議事録は宮崎労働

局HPで公表します。

いに貢献するものと

期待するとともに、職

場環境の改善整備への

高い問題意識の下、継続的な取り組

みをお願いします」との言葉を贈り

ました。

３月８日、女性活躍推進企業「え

るぼし」の認定通知書交付式を行い

ました。

えるぼし認定は採用や継続就業、

管理職比率などの基準において女性

の活躍の状況が優良である企業を

「女性活躍推進企業」とし

て認め、女性活躍推進法に

基づいて認定する制度です。

今回認定を受けた「株式会

社矢野興業」は県内6番目の

認定企業で、建設業では県

内初となり、労働時間数な

どの状況や管理職に占める

女性労働者の割合などの基

準を達成し認定されました。

田中局長から「建設業界

を牽引し、県内企業の女性

活躍に対する意識改革に大

３月24日に宮崎

県主催による宮崎県

医療勤務環境改善支

援センター運営協議会が開催され、

宮崎県医師会など関係機関が参加し

て、病院に勤務する医師の時間外労

働時間の上限が2024年4月に原則年

間960時間となることから、その対

応などについて議論しました。

医師の宿直における労働時間の考

え方や医療機関に対する支援など、

課題解消に向けて各機関が連携して

取り組んでいくことを確認しました。

①雇用維持・在籍出向の取組への

支援②人手不足分野や地域間の円

滑な労働移動の推進③デジタル化

の推進④女性活躍・男性の育児休

業取得等促進⑤新規学卒等への就

職支援⑥非正規雇用労働者等への

マッチングやステップアップ支援

⑦就職氷河期世代の活躍支援⑧高

齢者の就労・社会参加の促進⑨障

害者の就労促進⑩外国人に対する

支援⑪安全で健康に働くことがで

きる環境づくり⑫最低賃金・賃金

の引上げに向けた生産性向上等の

推進⑬治療と仕事の両立支援

令和4年度の宮崎労働局の主な取組

女性活躍推進企業として県内６番目

会議では委員から多くの質問が出された
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左から 田中局長、辻常務取締役事業統括本部

長、矢野代表取締役社長、狭間室長

総合労働行政機関として

令和３年度第２回地方労働審議会を開催


